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Mr. Bassman （ベースマン列伝）　 Vol.25
ジャズにおいてベース弾きとは、 縁の下の力持ち、 水先案内人といったやや日陰の存在。 おまけに、 ウッドベースなら持ち運びも大変･･･。

だが、 黙々とベースをウォーキングさせ、 バンドをスイングさせることに魂を注ぐベースマンが、 一度化けの皮を剥ぐともの凄い名演･名盤が

生まれるのだ。 このコーナーでは、 そんなジャズ ・ベースマンの偉業を称えるとともに、 ジャズ ・ベースの素晴らしさを伝えていきたい。

Larry Ridley 【ラリー ・ リドレー】

Profile

1937 年 9 月 3 日、 米国インディアナ州インディアナポリス

で生まれる。 55年にヴァイオリン奏者としてインディアナ大

学ブルーミントンに入学し、 大学 2年目に楽器をベースに転

向。 卒業前の 59年に第一線のジャズ ・ ミュージシャンたちと

の共演を目的にニューヨークに進出。 演奏活動を続けながら

68~71年にニューヨーク大学に通い大学卒業の単位を取得。

60年代にはハンク ・モブレー (ts)、 リー ・モーガン (tp)、 フレ

ディ ・ ハバード (tp)、 ホレス ・ シルヴァー (p) 等のブルーノー

トでの録音に参加する他、 多くの名盤でいぶし銀のベース ・プ

レイを披露する。 69年に 「ニューポート ・ オール ・ スターズ」

の一員として初来日を果たし、 75年に初リーダー ・ アルバム

をリリース。 85年には 「ザ ・ ジャズ ・ レガシー ・ アンサンブ

ル」 を結成。 ベーシストとして活躍するだけでなく、 音楽教育

者としても 71~99年にラトガース大学の教授を務め、 その間

93年にニューヨーク州立大学エンパイア ・ ステート ・ カレッジ

で学位を取得。 2000年から現在までアフリカン ・ アメリカン ・

ジャズ ・ カークスでエグゼクティブ ・ ディレクターの職に就いて

おり、 2005年にはメリーランド大学イースタン ・ ショア校にて

博士号を取得。 現在もジャズ ・ べーシストとして精力的に演奏

活動を続けながら、教育者としても多大な貢献を果たしている。

教育者としても活躍し続ける名ジャズ ・ベーシスト
≪非凡なるベーシスト≫
　ラリーのホーム・ページ 【http://www.larryridley.com/】 のバイオグラフィーをチェックしてもらえれば一目瞭然だが、ジャ

ズ ・ ベーシストとしての経歴だけでなく、 教育者としての経歴は凄い！　ジャズマンの中でも珍しく、 その存在は貴重だ。

今も現役として活躍し続けるその雄姿を再度日本の地で見てみたい。 （写真は全てラリー本人から提供されたものです。） 

セロニアス ・モンクとの来日 ラリー ・ リドレーからのメッセージ

1969年にジョージ・ウェイン (p) を中心とした 「ニューポート・

オール ・ スターズ」 の一員として、 バーニー ・ ケッセル (g)、
レッド・ノーボ (vib) 等と共に初来日を果たしたラリー・リドレー。

翌 70年には「（第 2回）ニューポート・ジャズ・フェスティバル」

出演のため、セロニアス・モンク (p) のカルテットの一員として、

ポール ・ ジェフリー (ts)、 レニー ・ マックブラウン (ds) と共に

2度目の来日を果たしている。 「東京厚生年金ホール」 で行

われたこの時のコンサートの模様は『セロニアス・モンク・イン・

トーキョー』 [LP：現在廃盤 ] （右頁参照） として残されている。

『私が最後に日本を訪れてから数年経っていますが、 これまで

数回訪れた日本は全てが素晴らしかったです。 日本人のジャ

ズ ・ ファンの皆さんは、 私がこれまで演奏してきた世界中の

国々の中でも最高のファンです。 毎年定期的に演奏やワーク

ショップ、 講義等を行うために日本を訪れることができる機会

や継続的な関係を築きたいと願っています。 私の演奏やワー

クショップ、 講義等に興味があるプロモーターやスポンサーの

方々、または関係者の方がいらしたらぜひお知らせて下さい。』

★ ラリー ・ リドレーの HP ⇒ 【http://www.larryridley.com/】

Photo provided by Larry Ridley
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1975 年録音。 ラリー ・ リドレーの記念
すべきファースト ・ リーダー ・ アルバム。
ファンク～ソウル色が強く、 90年代以降
にクラブ ・ シーンでも再評価された名盤。
ラテンのリズムを取り入れた一曲目の「チ
ャンガ ・ チクヨ」。 グルーヴ感が最高の
ジャズ ・ ファンクに仕上がった 「ウェル ・
ユー ・ニードン」。 アース ・ウインド & フ
ァイアーの名曲 「フィーリン ・ブルー」 の
見事なカヴァー。 リドレーのベース ・ ソロ
による 「イン・ア・センチメンタル・ムード」
等、 全 8曲収録。 ソニー ・ フォーチュン
やコーネル ・デュプリーの参加も注目！

LR's Great Album 現時点でラリー ・ リドレーのリーダー ・ アルバムはここに挙げた 3作品となる。 4枚目

のリーダー・アルバムに期待しながら、 機会があればこの 3作品を聴いてみて欲しい。
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Other Voices
Larry Ridley & The Jazz Legacy Ensemble
（Naima Records） [Import CD]
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サム ・オブ ・ザ ・パーツ

ラリー ・ リドレー

（ボンバ ・レコード )
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�Live at Rutgers University

Larry Ridley & The Jazz Legacy Ensemble
（Strata-East） [Import CD]

ラリー ・ リドレー (b)、 ソニー ・ フォーチュン
(as, ss, fl)、 コーネル ・デュプリー (g)、
オナージ ・アラン ・ガムス (p, key)、 他

1. チャンガ ・チクヨ 2. イット ・ワズ ・ア ・ヴェ
リー ・グッド ・ イヤー 3. ウェル ・ユー ・ ニード
ン 4. ゴー ・ダウン ・モーゼズ （他、 全 8曲）

1989年に録音され、 93年にリリースされ
たラリー ・ リドレーの 2枚目のリーダー ・
アルバム。 85年に結成した 「ザ・ジャズ・
レガシー ・ アンサンブル」 と共に、 ラリー
自身が 71~99年まで音楽教授を務めた
米国ニュージャージー州にあるラトガース
大学のニコラス ・ オーディトリウムで行わ
れたライヴを収録。 ハンク ・ モブレー、 セ
ロニアス ・ モンク、 フレディ ・ ハバードの
ナンバーの他、アレサ・フランクリンの 「Dr. 
Feelgood」 やラリーのオリジナル 「Ypso 
Factor」 等、 全 8曲収録。 現在輸入盤
CDでのみ入手可能。国内CD化に期待！

Larry Ridley (b)、 Virgil Jones (tp)、
Larry McClellan (tb)、 Doug Miller (ts)、 
Ed Stoute (p)、 Charli Persip (ds)、 etc.
1. The Vamp 2. Ypso Factor 3. Bock To Bock
4. Ugly Beauty 5. Osie Mae 6. On a Clear 
Day 7. Dr. Feelgood 8. The Break Through

録音は 1999年。 ラリー ・ リドレーの 3枚
目のリーダー ・ アルバムで、 2枚目のラ
イヴ作品と共にラリー ・ リドレー＆ザ ・ ジ
ャズ・レガシー・アンサンブル名義の作品。
現時点での最新作ということになるが、 た
くさんのポートレートを配したジャケット写
真も印象的。 メンバーのヴァージル ・ ジ
ョーンズの 「Animated Suspension」 が
オープニングを飾り、 シダー ・ ウォルトン
の 「The Vision」、 セロニアス ・モンクの
「Evidence」 等、 ラリーのベースが堪能
できる全 12曲を収録。 現在輸入盤 CD
でのみ入手可能。 国内 CD 化に期待！

Larry Ridley (b)、 Richard Wyands (p)、
Jimmy Wormworth (ds)、 Virgil Jones 
(flh)、 etc.
1.Animated Suspension 2. Boplicity 3. Soul 
Eyes 4. Evidence 5. The Vision 6. If You 
Could See Me Now 7. Naima （他、全 12曲）

LR's Support Album サイドマンとしても多くの名盤でいぶし銀のベース ・ ワークを聴かせているラリー ・ リド

レー。ここに紹介した作品をはじめ、その独特の存在感が名盤・名演を際立たせている。

ディッピン

ハンク ・モブレイ

（EMI ミュージック：TOCJ-8526)

大ヒット曲 「リカード ・ ボサ ・ ノヴァ」
収録のハンク ・モブレイ (ts) の名盤。
リー ・モーガン (tp) 等も参加し、 ラリ
ーのベースも光る。 1965年録音。

セロニアス ・モンク ・イン ・ トーキョー

セロニアス ・モンク

（Far East：ETJ-60006 [LP ：現在廃盤 ])

1970年に東京で行われた「（第 2回）
ニューポート・ジャズ・フェスティバル」
に出演したセロニアス ・ モンク (p) の
カルテットの音源。 CD 化に期待！

Look, Stop And Listen
Philly Joe Jones Dameronia
（Uptown Records：UPCD-2759 [Import CD])

名ドラマー、 フィリー ・ ジョー ・ ジョー
ンズ名義のアルバム。 ラリーの他、 ジ
ョニー ・ グリフィン (ts)、 フランク ・ ウ
ェス (as) 等も参加。 録音は 1983年。

ニアネス ・オブ ・ユー

レッド ・ガーランド

（ユニバーサル ・ ミュージック：UCCO-9326)

ラリーも参加したホレス ・ シルヴァー
(p) の 1966年録音作品。 全曲ホレス
のオリジナル＆ファンキーな一枚。 名
曲 「メキシカン・ヒップ・ダンス」 収録。

ザ ・ジョディ ・グラインド

ホレス ・シルヴァー

（EMI ミュージック：TOCJ-8587)

ラリーとフランク ・ ガント (ds) とのト
リオで吹き込んだ名ピアニスト、 レッ
ド・ガーランドのバラード中心の名盤。
録音は 1961年。ジャケットも印象的。

モーニング ・タイド

峰厚介

（フィリップス：FX-8508 [LP ：現在廃盤 ])

1970年に録音された峰厚介 (as) の
1st リーダー・アルバム。 ラリーの他、
菊地雅章 (p)、 レニー ・ マックブラウ
ン (ds) が参加。国内 CD 化に期待！


